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SCIENCE BOOK
プロテキシダイン サイエンス・ブック

業 界 初 、 特 許 取 得テクノロジ ー
FIRST-IN-CLASS TECHNOLOGY

ProteXidineTM 
「プロテキシダイン」

1.  肌老化の原因： 防ぎきれない紫外線の脅威

2.  次世代の紫外線対策「プロテキシダイン™」

3.  細胞レベル・DNAレベルの紫外線防御

4.  「プロテキシダイン™」の高い効果

5.  TOPIXが採用する優れたエイジングケア成分

確かな効果が実証された
アンチエイジング製品を選んでいただくために

肌のエイジングサインが気になってきた方へ
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サンスクリーン製品をすり抜けた紫外線は、日焼け直後に皮膚の赤み
となって現れるなど明らかに紫外線を浴びたことがわかる変化がなく
ても、目に見えないダメージを肌細胞に蓄積してしまいます。それは
やがてシミやシワ、たるみとなって現れます。

朝の鏡の中に見つけてしまう、シミ、くすみ、しわ、たるみ。さまざまなアプローチで私たちを悩ま
せる肌のエイジングサイン。肌老化は大きく分けて２つの要因が考えられます。一つはもちろん
加齢。もう一つは紫外線によるダメージです。紫外線は年々増え続けており、冬でも曇りの日でも、
また部屋の中であっても窓越しに肌に悪影響を及ぼしています。肌老化の90%が紫外線による
ものと言われているほど。日常的にサンスクリーン製品を塗るなどの紫外線対策をしていても
守りきることが難しくなっています。「プロテキシダイン™」は、いま米国の美容医療業界で最も注目
されている革新の新成分。防ぎきれない紫外線から、細胞レベル、DNAレベルで肌を守ります。

1. 肌老化の原因：防ぎきれない紫外線の脅威

日々浴びている紫外線は思う以上に肌のダメージに。
いま深 刻化するエイジングサインから肌を救うのは
奇跡の革新を起こした新成分「プロテキシダイン™」。

 

雲や窓ガラスなども通り抜けて肌の奥深
く、真皮まで届き、肌の弾力を保っている
コラーゲンやエラスチンにダメージを与
え、シワやたるみなどの光老化を引き起
こす要因となります。

シワ、たるみの要因に

表皮に強く作用し、浴びた数時間後に肌
に赤い炎症を起こす紫外線。メラニンを
増加させてシミ、そばかすの生成を促進
します。こうした日焼けのくり返しも光老
化につながります。また、肌細胞のDNA
に損傷を引き起こすのは主にUVBです。

シミ、そばかすの生成

シワや小ジワ、たるみまで引き起こす紫外線の悪影響

UVAの影響　

UVBの影響　

＊詳しくはP5をお読みください

＊詳しくはP5をお読みください

紫外線を浴びると体内で活性酸素の一種であるフリーラジカルが発生してしまいます。これこそが皮膚の健康を損
ない、肌老化を引き起こす大きな要因の一つです。サンスクリーン製品で防ぎきれなかったほんの少しの紫外線に
よって発生したフリーラジカルは連鎖的に増大し、目に見える肌ダメージを引き起こすことになります。

高いSPFでも防ぎきれない紫外線がDNAレベルのダメージに
紫外線がDNAに吸収されると、DNA鎖の隣り合う２つのチミンが結合して遺伝子の
本来の構造を崩すダイマー（二量体）を形成します。これが遺伝子を損傷させ、取り返
しのつかないエイジングサインを肌に刻みつけてしまうのです。そうなる前に、紫外線
を浴びた後のダイマー形成を抑制して正常な塩基配列を保つ必要があります。

ProteXidineTMに関する最新の研究成果が2024年11月号に掲載されました。

JDD (Journal of Drugs in Dermatology)

サンスクリーン製品だけでは、紫外線ダメージを防ぐことはできません 

米国の美容医療業界で大きな注目を集める画期的新成分「プロテキシダインTM」

高いSPFは紫外線の92‒９８％をブロック
防ぎきれない紫外線によって、フリーラジカルが発生

抗酸化成分

フリーラジカルの
発生が連鎖的に増大

T

T

連鎖反応によって多くのフ
リーラジカルが生じてしまい、
肌ダメージを引き起こす。

抗酸化成分が
連鎖をシャットダウン
フリーラジカルを早い段階で
シャットダウン。肌ダメージの
発生を未然に防ぐ。

フリーラジカル

サンスクリーン製品　

UV
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A

コラーゲンや
エラスチンのダメージ

シクロブタン型
ピリミジンダイマー
（CPDｓ）

色素沈着フリーラジカル
の発生
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新成分「プロテキシダイン™」は、アンチエイジングで数々の革新を起こしている「トピックス 
ファーマシューティカルズ」と、抗がん、抗ウイルス、抗菌の分野で20を越える特許を保有する
ロバート・ヴィンス博士率いるミネソタ大学「センター・フォー・ドラッグデザイン」が共同開発し
た新成分です。私たちの体内プロセスにはダメージを受けた細胞を選別し排除する、さらに新し
く健康な細胞と入れ替わる必要があるという科学的メッセージを送るメカニズムがあります。これ
と同様の働きを担う新成分の誕生は、強力なタッグによって起こった奇跡的な革新と言えます。

ミネソタ大学の「センター・フォー・ドラッグデザイン」は
医薬品科学者であり研究者のロバート・ヴィンス博士に
より考案され、画期的な新薬を生み出すことを目的と
した研究施設です。博士は多くの特許を取得しており
今でも所長を務めています。皮膚がんの研究をする中
でスキンケア業界に何か貢献できることはないかと
いうアイディアから「トピックス」との協力で、革命を
起こす成分「プロテキシダイン™」が誕生しました。

ミネソタ大学
センター・フォー・ドラッグ・デザイン

米国に本社を持つ「トピックス　ファーマシューティ
カルズ」は、医師が処方する治療用のスキンケアと
して革新性と最高の品質を持つ製品開発に力を入
れている企業です。有効成分が高濃度で豊富に含ま
れる「トピックス」のスキンケア製品ラインは、シミや
シワ、うるおいレベル、そして肌全体のダメージを
改善に導くことが臨床研究により証明されています。

トピックス
ファーマシューティカルズ

肌刺激のない高濃度のグリコール酸を
初めて提供

L-アスコルビン酸

グリコール酸

2年間安定する10 -20% L-アスコルビン
酸配合のスキンケアラインを初めて提供

抗酸化テクノロジーのパイオニア
緑茶ポリフェノールとサンスクリーン、トレ
チノイン※の組み合わせを初めて実現

デリバリーシステム
初めて「デリバリー＋安定化システム」を導
入した有効成分の配合により効果を最適化

アバス・ラザ博士
コスメティック＆プロダクトイノベーション責任者

ロバート・ヴィンス博士
創設者、ディレクター

クリスティーヌ・D・ドレイス
シニアサイエンティスト

Abbas Raza, Ph.D. Robert Vince, Ph.D. Christine D. Dreis 

皮膚刺激性なし
アレルギー性なし

体内組織の
構造変化なし

突然変異を
引き起こすリスクなし

DNA 損傷を
引き起こすリスクなし

紫外線によって生じるDNAダメージ、CPDs(シクロブタン型ピリミジンダイマー)の形成を防
ぐことができるだけでなく、すでに形成されてしまったCPDsの修復をサポートし、細胞のダ
メージを抑制します。またダメージを受けた細胞を排除することで、新しく健康的な細胞への
置き換わりを促進。肌のコラーゲン組織の密度を保持し、サンスクリーン製品や他の抗酸化成分
と相乗的に働いて、紫外線による肌老化と闘います。

ProteXidineTM 
プロテキシダイン™

(acyclothymidine dinucleoside - aTd)

相乗効果もある抗酸化成分として高い機能を発揮
紫外線ダメージによる肌老化を予防・修復する、画期的なアプローチ

スキンケア成分としての安全性が確認されています

「トピックス」が独占的に使用権を保有しており、現在発
売している製品に加え、今後は同社のサンスクリーン
製品やアイケア製品にも配合予定です。将来的にはこの
テクノロジーが医薬品へ応用されることが期待され、
注目されています。

「トピックス ファーマシューティカルズ」が
独占的に使用権を有する独自開発の特許取得成分

特許取得
A PATENTED

独自開発
PROPRIETARY

画期的
GROUND-BREAKING

独占
EXCLUSIVE

（「プロテキシダイン™」5%含むクリームの処方として実証）

※レチノイン酸

過去の紫外線ダメージを消して、未来の肌を創り変える。
「プロテキシダイン™」は
強力なタッグによって奇跡的に開発された新成分。

 

2. 次世代の紫外線対策「プロテキシダイン™」

PROTEXIDINE™ INVENTORS 

No Corrosivity＆Irritation

No Histologic Changes

No Mutagenicity

No Genotoxicity

革新的成分「プロテキシダイン™」の開発チーム
A LEGACY OF INDUSTRY FIRSTS

TOP IXが実現した数々の「業界初」

FIRST- IN- CLASS  TECHNOLOGY
プロテキシダイン™



CPDsが顕著に減少、ダメージの予防を実証

3. 細胞レベル・DNA レベルの紫外線防御

紫外線によるCPDs形成と「プロテキシダイン™」による抑制

ダメージ細胞の細胞死“アポトーシス”を誘発
DNA の二重らせん構造

「プロテキシダイン™」はダメージをうけた細胞を選別してターゲットにすることが可能で、アポトーシスを誘発す
ることができます。積極的な死を迎えたダメージ細胞は炎症反応を起こすことなく排除され、新しい健康な細
胞へ置き換わることで、受けてしまったダメージがなかったことになるのです。

本来、私たちの体内には紫外線によって発生するDNA損傷を修復するシステム(DNA修復酵素)
が備わっていますが、修復しきれないまま細胞分裂のためのDNA合成が行われると、遺伝子変異
を起こしてしまう可能性が高まり、結果として肌の光老化や皮膚腫瘍の原因となってしまいます。
「プロテキシダイン™」の使用により、CPDsの形成が抑制されるだけでなく、できてしまったCPDs
が消滅することや、ダメージ細胞の積極的な細胞死が引き起こされることがわかりました。

紫外線、主にUVBを浴びると、DNAに吸収されたエネルギーによって同一DNA鎖上の隣り合うチミン（もし
くはシトシン）が結合し、遺伝子本来の構造を崩すダイマー（二量体）になってしまいます。それがCPDsです。
「プロテキシダイン™」は、紫外線を浴びた後のCPDs形成を抑制して正常な塩基配列を保つサポートをします。

「プロテキシダイン™」はダメージを受けた細胞を排除し、
新しい健康な細胞に置き換わろうとするシステムを促進。
DNAのねじれを引き起こして紫外線ダメージに結びつく
CPDs※を予防し、消滅させることが証明されています。

※シクロブタン型ピリミジンダイマー（Cyclobutane Pyrimidine Dimer）: 紫外線によって発生する代表的なDNA損傷

茶色の染色部分（CPDs）がダメージを示している CPDsの形成がほとんどなく、ダメージが予防されている

茶色の染色部分（CPDs）がダメージを示している CPDsが消滅していることがわかる

「プロテキシダイン™」不使用 「プロテキシダイン™」使用

4
U V 露出
４時間後

U V 露出
12時間後

12

4
U V 露出
４時間後

U V 露出
12時間後

12

ダメージ細胞のアポトーシスが増加

ダメージ細胞のアポトーシスがさらに増加（黒い矢印部分）

「プロテキシダイン™」不使用 「プロテキシダイン™」使用
「プロテキシダイン™」不使用 「プロテキシダイン™」使用

新しい細胞へと置き換わるダメージ細胞のアポトーシスダメージ細胞を選別

T

T

T

T

プロテキシダイン使用により
正常な塩基配列が保たれる

紫外線により隣り合うチミン（T）同士が
チミンダイマーを形成

T

T

隣り合う2つの
チミン塩基

チミンダイマー

UV

太陽からの
UV放射線
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BEFORE 12 WEEKS LATER

見た目にも明らかな「プロテキシダイン™」使用による肌の改善

4.「プロテキシダイン™」の高い効果

真皮は表皮の内側にあって皮膚組織の大部分を占めており、さらにその大部分は繊維状のタンパ
ク質であるコラーゲンで占められています。その間をヒアルロン酸などが水分を抱え込みながら
満たし、もう一つのタンパク質であるエラスチンが加わって肌に弾力を与えています。つまり皮膚
内部のコラーゲンが重要な役割を果たしているのですが、コラーゲンのバスケット織りのような立
体構造は通常、紫外線ダメージによって崩れてしまいます。「プロテキシダイン™」の使用によって、
紫外線を浴びてしまった後もコラーゲンの立体構造が保たれることや、表皮の厚みが増すことが
わかっています。

「プロテキシダイン™」不使用 「プロテキシダイン™」使用

① 表皮の厚さの平均値　２１.６μm ② 表皮の厚さの平均値　４１.１μm

① ②

「プロテキシダイン™」使用「プロテキシダイン™」不使用

紫外線照射した皮膚組織

紫外線が皮膚組織コラーゲンに与える影響

紫外線非照射の皮膚組織

「プロテキシダイン™」がコラーゲンの立体構造を守り、
表皮をボリュームアップ。

表皮の厚みにもつながる「プロテキシダイン™」

緑色がバスケット織りのような立体
構造をなすコラーゲン

緑色のコラーゲンの立体構造が崩れ
ている

緑色のコラーゲンの立体構造が保た
れている

皮膚がなめらかに、額のシワを軽減

目のまわりのシワを軽減

皮膚の赤みを抑え肌トーンが明るく

頬のシミが薄く

【 紫外線照射による実験 】
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TOP I Xが 独自処方に採用している
肌のエイジングサインに働きかける優れた成分

ヘキシルレゾルシノール
【ブライトニング成分・抗酸化成分・収れん成分】
チロシナーゼ※の活性を阻害する成分。メラニンの生成を抑制し、色素沈着を防ぎます
“肌の漂白剤”と呼ばれるほど高い効果を持つハイドロキノンの4倍の効果があると言わ
れ、より刺激が少なく効果的な美白成分として注目されています。抗酸化作用と収れん作
用もあるため、フリーラジカルによるダメージから肌を守り、ハリや弾力のある引き締まっ
た肌状態を保ちます。シミやシワ、たるみなどが気になる肌のエイジングケアとして、キメ
の整った弾むような若々しい素肌、均一な明るいトーンを実現するために配合されます。

アルブチン
【ブライトニング成分】
医薬部外品の美白有効成分として1989年に厚生省（現厚生労働省）に承認された成分
で、高い美白効果を発揮するハイドロキノンとグルコース（ブドウ糖）が結合したハイド
ロキノン誘導体です。ウワウルシ（Arctostaphylos Uva-Ursi）やコケモモ（Vaccinium 
Vitis-Idaea）などの植物に含まれ、チロシナーゼ※の活性を阻害することで美白効果を
もたらします。肌への刺激も少なく、シミやそばかす、色素沈着を改善して明るくクリア
な肌へ導きます。

酢酸ヘキサノイルジペプチド－３ノルロイシン
【エクスフォリエイティング・ターンオーバー促進成分】
角質層にある細胞間の架橋構造（橋をかけるように繋ぐ構造）にやさしく働きかけて角質
細胞の結合をゆるめることで、古い角質の剥離を促進。加齢により停滞した肌のターン
オーバーを正しいサイクルに戻すサポートをします。ゴワついた肌を柔軟にし、キメの
整ったみずみずしくなめらかな肌へ。くすみのない明るくクリアな肌トーンを実現する
成分です。

ハイドロキノンの4倍の効果

医薬部外品有効成分として長い実績

新発想のピーリングペプチド

プロテキシダイン™
【抗光老化成分・相乗的抗酸化成分】
TOPIXがミネソタ大学のセンター・フォー・ドラッグデザインと協力して独自開発した新
成分。相乗的な抗酸化成分として紫外線によるフリーラジカルやCPDｓ（紫外線によって
発生する代表的なDNA損傷）の発生を抑えるとともに、既に形成されてしまったCPDsも
消滅させます。ダメージを受けた細胞の積極的な細胞死を引き起こすことによって健康
な細胞への置き換わりを促進するという、画期的な働きが注目を集めています。日焼け
止めでも防ぎきれない紫外線ダメージや既に受けてしまったダメージを「なかったことに
する」、光老化に対する革新的な救済方法です。

DNAレベル、細胞レベルの紫外線対策 

ウワウルシ葉エキス
【ブライトニング成分・抗酸化成分】

アルブチンやフラボノイドなどを含む、生薬としても用いられている植物から抽出さ
れたエキス。抗酸化作用を持つ酵素SODに似た働きによってフリーラジカルを分解し、
肌をダメージから守ります。またチロシナーゼ※活性を阻害することで、明るく透明
感のある健やかな肌へ導きます。

マグワ樹皮エキス
【抗アレルギー成分・抗老化（コラーゲン分解酵素の活性阻害）】

クワ科の真桑（生薬として用いられているソウハクヒの原料）から抽出された植物
エキス。抗アレルギー作用による肌荒れ抑制効果、コラーゲン分解酵素の活性を阻害
する作用やチロシナーゼ※活性阻害作用が期待されています。光老化と闘う成分と
して、他の抗酸化成分やブライトニング成分と相乗的に働き、若々しく健やかな肌へ
導きます。

セイヨウシロヤナギ樹皮エキス　
【抗炎症・抗酸化成分】

肌にアンチエイジング効果をもたらす、サリシンやポリフェノール、フラボノイドを含む
植物エキス。抗炎症や抗酸化の働きによって肌のダメージを最小限にして鎮静し、健や
かな状態を保ちます。他の抗酸化成分やブライトニング成分と相乗的に働いて、若々
しく透明感のある素肌へ導きます。

アンマロク果実エキス　
【抗酸化成分】

ポリフェノールやビタミンCを豊富に含み、古くからアーユルヴェーダでも重んじて取
り入れられてきたアムラという植物から抽出されたエキス。優れた抗酸化作用を持ち、
色素沈着防止効果も期待される成分です。他の抗酸化成分やブライトニング成分と
相乗的に働いて、明るく透明感のある肌へ導きます。

エルゴチオネイン
【抗酸化成分】

キノコなどに含まれるアミノ酸の一種で、ビタミンEやコエンザイムQ10よりも優れた
抗酸化作用を持つ成分。生体内に蓄積され、皮膚や肝臓など酸化ストレスや炎症の影響
を受けやすい部位で働いています。紫外線を浴びてしまった後のフリーラジカル発生を
抑制する効果や、肌のハリに欠かせないエラスチンが分解されてしまうことを阻害する
効果が示されています。光老化やシワ防止のための強力なアンチエイジング成分とし
て、他の抗酸化成分やブライトニング成分と相乗的に働き、シワやたるみの気になる肌
をハリのある若々しい肌へ導きます。※チロシナーゼとはシミやそばかすなど色素沈着の原因となるメラニン色素を合成してしまう酵素
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5.TOPIX が採用する優れたエイジングケア成分
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